




















1915 年 8 月のある晴れた夕方、イギリス湖水地方の中央に位置するグラスミア
の村で、メアリ・オーガスタ・ウォード（Mary Augusta Ward）は窓から外を眺
め、毎夏のようにダヴ・コテージに押し寄せていたアメリカ人旅行者の一団が





ター休暇用の鉄道格安切符は販売中止となり（“No Excursions for Easter”）、遊興
用の車両へのガソリン供給も制限されていた（“Petrol Supplies” ; “No Petrol for 









                                                     
本稿は、2015 年 8 月 Wordsworth Summer Conference で発表した原稿をもとに日本語で書き改めた
ものである。 
1 1915 年 5 月 1 日にニューヨークを出発してリヴァプールに向かったルシタニア号は、アイルラ
ンド沖でドイツ潜水艦の魚雷を受けて沈没した（“Absence of Americans”）。ルシタニア号沈没を受
けてアメリカは参戦を決めたともいわれる。 
















ク社のガイド（Black’s Picturesque Guide to the English Lakes, 初版 1841 年）やバ
ッドリ （ーM. J. B. Baddeley）のガイド（Thorough Guide to the English Lake District, 










コテージも、訪問者数を順調に伸ばしていた（Dove Cottage Visitors Books）。 
                                                     
2 ブラック社のガイドはタイトルを変えつつ出版を続け、1929 年には 27 版を出している。M.J.B. 
Baddeley のガイドも 1910 年までに少なくとも 3 つの新しい版が出され、その後も出版社を変え、
1978 年まで出版され続けた。  
3 The English Lake-Land. Guide to Hotels, Farmhouses, Country and Seaside Apartments in the Furness 
Railway District. Ulverston: W. Homes, 1909. 
4 Easton Smith Valentine, Wordsworth’s Country as Interpreted by his Poetry (1909); Samuel Bensusan, 
William Wordsworth: His Homes and Haunts. With Twelve Drawings in Crayon by A. Forestier and Four 
Portraits (1910); Eric Robertson, Wordsworthshire (1911). 
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られた際には、「私はひとり雲のごとくさまよった」（“I wandered lonely as a 
cloud”）などワーズワス作品ゆかりの場所であるという文学的価値が前面に押し

















                                                     
5 ローンズリーの景観保護運動に対するワーズワスの影響については、拙論 “Railways, Tourism 
and Preservation in the Victorian Lake District: from Wordsworth to Rawnsley”を参照のこと。 
6 Gowbarrow はワーズワスが帯のように連なる黄水仙の花を見たという “I wandered lonely as a 
cloud” ゆかりの場所、また、Aira Force は 悲恋を扱う物語詩 “The Somnambulist” ゆかりの滝であ






















・ーアーノルド（Matthew Arnold）は 1888 年に、ジョン・ラスキン（John Ruskin）
は 1900 年に亡くなっている。ワーズワスの伝記や書簡集、注釈入り全集の編集、
『ワーズワス詩に描かれた湖水地方』（The English Lake District as Interpreted in 







1914 年 8 月の開戦以降、海外からの旅行客は減っていたものの、国内では、大
陸で休暇を過ごしていた富裕層が国内に行き先を変更したこともあり、湖水地







で。（“Absence of Americans”） 
 
ローンズリーは 1916 年 4 月の新聞記事で、「しばし戦争を忘れていられる」静
かな場所、あるいは「ひとときの安らぎを得て気持ちを切り替えられる」場所


























                                                     






























年夏にリヴァプールから湖水地方を休暇で訪れた C. M. R. と名乗る人物もそ
うしたひとりである。彼にとってこれは、4 年前に 4 人の友人と共に訪れた場
所をひとりで再訪する追悼の旅であった。4 人のうち 3 人は戦死し、もうひと
                                                     
8 A. H. D. Acland, ed. The Patriotic Poetry of William Wordsworth. A Selection (Oxford: Clarendon, 1915). 
この詩集に対するある書評記事は、「現在イギリス軍では、塹壕での疲弊する日々の慰めとしてこ
の小さな詩集を大事に思う学者兵士たちが 10 万はいるだろう」と記している。Modern Language 







いると、C. M. R. の想いは「ワーズワスが湖のほとりのこの小さな家に暮して
いた頃へと戻っていく」（C. M. R., “Grasmere: The Vale of Peace”）。10 その頃も湖



















たワーズワスの想いを、C. M. R. は共有するのである。グラスミアは長きにわ
たって文学旅行者にとっての聖地であり、彼らは詩人の歩いた土地を歩き、座
った場所に座り、同じ空気を吸うという体験を通して、詩人の存在を感じてき
                                                     
9 Mary Dickson は 1891 年の開館当初よりダヴ・コテージの管理人をしていた（Hebron 120）。 
10 1803 年秋、スコットランド旅行から帰ってきてすぐ、ワーズワスはアンブルサイド義勇軍に加
わる。当時はナポレオンが上陸してくるという噂が広まり、国中でフランスとの戦いに備える義
勇軍が結成されていた。ジェニー・アグロウによれば、1804 年半ばまでに 38 万人が義勇軍に加
わり、その数は正規の陸軍、海軍の数をはるかに上回っていたという（Uglow 348）。 
11 William Wordsworth to Sir George Beaumont, 14 October 1803, Wordsworth, Letters, Early Years, 409. 



























へと繋がっていったのだ。第 4 節ではその状況について見ていきたい。 
 
4. 戦没者記念碑として保全された山  々
1918 年 11 月 11 日の休戦協定で戦争が終わるが、終戦後初めてのイースター休
暇には、湖水地方は多くの旅行者でにぎわった。ダヴ・コテージでも、1919 年
































た後、美しい田園地帯を 2 時間歩くことを嫌がるだろうか、と問いかけた（Guide 
to the Lakes 140）。14 同じように、20 世紀初頭、湖水地方の山々を自動車の過度
の流入から守ろうと訴える人々は、自動車という近代的な交通手段を好む者で
                                                     
13 Sheffield & Rotherham Independent 4 October 1895; “The Proposed Road over Styhead Pass.” 1895–96
年の段階では、建設費や維持費など地元民への負担が大きすぎるという理由で計画は却下された









財政難を理由に 1919 年 8 月に却下された。「地方自治体に不必要な出費を控え
させたという点においては、戦争にも、禍と見えて実は恵みという効果がなか
ったわけではない」――少々回りくどい言い方ではあるが、『タイムズ』に掲載




























                                                     






られるのだ」  （同上） 
 
山頂の静けさの価値を説くにあたって、詩篇からの一節に加えてワーズワスの
『逍遥』（The Excursion, 1814）第 4 巻からの 4 行（1138―41 行）と「ティンタ












































まずは 1919 年の 9 月、第 3 代レコンフィールド男爵（Charles Wyndham）が、
私有地であったスコフェル・パイクを「戦没者に捧げる記念碑」としてナショ
ナル・トラストに寄贈した。17 これに続いて、1923 年 10 月には湖水地方山岳会
が 12 の山を購入し、故郷のために戦地に倒れた 20 名の会員を追悼するものと
してこれをナショナル・トラストに寄贈した。そして 1925 年、詩人の孫にあた














                                                     
17 記念碑は 1921 年 8 月にスコフェル・パイクの頂上に据えられた。 
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 受け継いだものを救うべく命を捧げた。その遺産が蛮行によって破壊され
























  亡き人がこの世に残した生きたあかしを 
  口伝えに、また無言のうちに心のなかに留めている。 
  愛情深い碑文より優しく忠実な 
  保管場所に預けているのだ。 
  というのも、もし記憶がなくなったら 
  碑文を彫り付けた墓など何の役に立つだろう。 
（『逍遥』第 6 巻 626–31 行） 
 
49ワーズワスと第一次世界大戦 ――愛国心、戦没者追悼、景観保護
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